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８年の８

月にボラ

ンティア隊によって植樹された、

エスぺランサ村のニームの並木が

立派に成長しています。植樹当時

は３０センチほどの苗木

でしたが、１年半ほどで

１m５０㎝になり、今では

5mを越すほどになってき

ました。

この村は、パンタナー

ルの

南部に位置し、パラグアイとブラ

ジルとが接する国境の村です。記

念植樹が行われたレダからも近く、

多くの青年がレダ農場で働いてい

ます。

5月 3

日 、 パ

ラ グ ア

イのフランコ大統領が、レダでニー

ムの木を記念植樹しました。（写

真は新聞記事）レダで進められて

いた、パクという魚の孵化と稚魚

の放流式があり、そこで、以前よ

りニームの森を作っている当会の

植樹活動に感動し、ぜひレダを訪

問したいとの言葉が実現したもの

です。環境大臣も記念植樹をして、

パンタナールでの環境保護活動の

重要性を強調していました。次号

で詳しい様子を掲載します。

4月13日、14日の両日埼玉県県

民活動センターで、高津理事長が、

地球環境セミナーの講師を務め、

南米の環境保全と、東北大震災の

防災のための、植林の必要性等を

話しました。

また2日目は、近隣の植物植生

を中心として、日本の植林のある

べき姿等を実地で、体験学習を行

いました。とりわけ、日本の森を

形作ってきた、シイ、タブ、シラ

カシ等の潜在植生について学習す

ることができました。

8月

から9

月 に

かけての海外植樹ボランティアは、

昨年に続きパラグアイ南東部のミ

ンガグアス市の植樹記念公園の建

設支援に決まりました。
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[お知らせ] 今年も、海外支援ボランティアの支援をお願いいたします。

ニームが立派に成長
奉仕隊の成果実り パラグアイ大統領

レダにニームを植樹

今年の海外植樹活動は
ミンガグアス市に決定

森の重要性の再認識を

今ではメインストリートの並木となり

港に通じるシンボルとなっています


